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電車押し乗客らが女性救出

ま長仔豆量ー書草と
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本
紙
が
辺
日
夕
刊
で
報
じ
た
、
さ
い
た
ま
市
の
J
R南
浦

和
駅
で
の
女
性
客
救
出
劇
は
、
現
場
に
居
合
わ
せ
た
本
紙
記

者
の
写
真
と
共
に
世
界
各
地
で
も
報
道
さ
れ
た
。
ホ
ー
ム
と

車
両
の
聞
に
落
ち
た
女
性
を
乗
客
ら
が
力
を
合
わ
せ
助
け
出

し
た
ニ
ュ
ー
ス
に
、
「
う
ち
の
国
だ
っ
た
ら
、
乗
客
は
眺
め

る
だ
け
で
何
も
し
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
」
「
英
雄
的
な

行
動
」
な
ど
の
称
賛
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

「駅員と冷静に協力」「英雄的な行動J

集色
妾実

幸康
ミ首

米
C
N
Nテ
レ
ビ
は
泣
日
夜
一
く
、
日
本
だ
け
で
起
こ
り
う
る

(
日
本
時
間
お
日
午
前
)
、
キ
一
こ
と
」
と
し
て
、
電
車
が
約
8

ャ
ス
タ
ー
が
「
日
本
か
ら
素
晴
一
分
後
に
通
常
運
転
を
再
開
し
た

ら
し
い
ニ
ュ
ー
ス
で
す
」
と
前
一
こ
と
も
合
わ
せ
て
伝
え
た
。

置
き
し
、
本
紙
の
写
真
と
共
に
一
英
各
紙
が
ロ
イ
ヤ
ル
ベ
ビ
ー

女
性
救
出
を
報
じ
た
。
キ
ャ
ス
一
誕
生
の
特
集
紙
面
を
組
む
中
、

タ
l
は
「
生
死
に
関
わ
る
状
祝
一
お
日
付
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
紙
は
、

で
、
駅
員
と
乗
客
が
冷
静
に
協
一
「
(
駅
員
や
乗
客
が
)
集
団
で
、

力
し
た
」
と
称
賛
。
「
お
そ
ら
一
英
雄
的
な
行
動
を
示
し
た
」
と

一
す
る
A
P通
信
の
記
事
と
本
紙

の
写
真
を
国
際
面
で
使
っ
た
。

イ
タ
リ
ア
の
主
要
紙
コ
リ
エ

l
レ
・
デ
ラ
・
セ
ラ
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
に
は
「
イ
タ
リ
ア
人
だ

っ
た
ら
眺
め
る
だ
け
だ
ろ
う
」

と
い
っ
た
コ
メ
ン
ト
も
。
香
港

で
も
、
中
国
政
府
寄
り
の
論
調

で
知
ら
れ
る
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
テ

レ
ビ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
、
「
中

国
で
同
様
の
事
故
が
起
き
れ

ば
、
大
多
数
の
人
は
や
じ
馬
見

物
す
る
だ
け
だ
」
と
い
っ
た
書

車両を押して傾ける
乗客や駅員ら，(22日、
JR南浦和駅で)‘ 

(第3種事便物官、可〉

き
込
み
が
見
ら
れ
た
。

対
日
関
係
が
冷
え
込
む
中
国

で
は
、
政
府
の
指
導
下
に
あ
る

有
力
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
「
中
国

ネ
ッ
ト
」
が
剖
目
、
日
本
で
の

報
道
を
引
用
す
る
形
で
事
実
関

係
を
論
評
抜
き
で
報
道
し
、
国

営
新
華
社
通
信
(
電
子
版
)
な

ど
が
転
載
。
韓
国
で
も
聯
合
ニ

ュ
ー
ス
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
が
、

多
く
は
、
読
売
新
聞
の
報
道
を

引
用
し
て
伝
え
た
。
お
自
の
朝

鮮
ス
ポ
ー
ツ
紙
(
電
子
版
)
は

「
乗
客
が
力
を
合
わ
せ
て
救
助

す
る
感
動
の
写
真
が
話
題
に
な

っ
て
い
る
」
と
指
摘
し
た
。

ロ
シ
ア
の
大
衆
紙
「
コ
ム
ソ

モ
リ
ス
カ
ヤ
・
プ
ラ
ウ
ダ
」
(
電
二

子
版
)
に
は
「
ど
う
し
て
こ
ん
二

な
に
迅
速
に
乗
客
が
団
結
で
き
こ

た
の
だ
ろ
う
か
」
「
他
人
の
命
一
「

に
対
し
て
、
我
々
ロ
シ
ア
人
も

無
関
心
で
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
」
と
、
驚
き
の
コ
メ
ン
ト
が

寄
せ
ら
れ
た
。

タ
イ
の
ニ
ュ
ー
ス
専
門
チ
ャ

ン
ネ
ル
最
大
手
T
N
Nは
、
本

紙
の
写
真
を
、
「
日
本
の
人
々

が
生
来
の
結
束
力
を
余
す
と
こ

ろ
な
く
示
し
、
困
っ
て
い
る
人

に
助
け
の
手
を
さ
し
の
べ
た
、

素
晴
ら
し
い
ニ
ュ
ー
ス
」
と
紹

介
し
た
。
タ
イ
の
ソ
l
シ
ャ
ル

メ
デ
ィ
ア
で
は
、
こ
の
写
真
を

シ
ェ
ア
す
る
人
が
多
く
、
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
上
で
は
「
日
本
が
、
-

ま
た
世
界
を
鴛
か
せ
た
」
「
と
一

っ
さ
に
こ
の
よ
う
な
行
動
が
で
一

き
る
日
本
人
は
、
ど
の
よ
う
な
一

教
育
を
受
け
て
い
る
の
か
」
と
一

の

声

も

出

て

い

る

。

一

O

一

救
出
劇
が
あ
っ
た
の
は
辺
日
一

午
前
9
時
日
分
頃
。
初
歳
代
の
一

女
性
を
救
う
た
め
、
車
内
や
ホ
一

l
ム
に
い
た
乗
客
や
駅
員
ら
約
一
一

的
人
が
車
両
を
押
し
て
、
ホ
l
一一

ム
と
の
隙
聞
を
広
げ
た
。
一
一

之Of3-7-23 頼刊よ~p朝日新聞

判
人
、
車
両
押
し
救
出

乗客電車とホームに挟まれる

沼
田
午
前
9
時
四
分
ご
ろ
、
さ
い
た
ま
市
南
区
の
J

R
南
浦
和
駅
で
、
京
浜
東
北
線
の
普
通
電
車
H
m両
、
大

宮
発
磯
子
行
き
H
か
ら
降
り
よ
う
と
し
た
初
代
の
女
性

が
、
電
車
と
ホ
l
ム
の
隙
間
(
約
四
持
ン
)
に
挟
ま
れ
た
o

J
R東
日
本
大
宮
支
社
に
よ
る
と
、
車
内
や
ホ
l
ム
に

い
た
乗
客
や
駅
員
ら
約
幼
人
が
力
を
合
わ
せ
、
車
両
を

抑
し
て
隙
聞
を
広
げ
、
引
き
上
げ
た
。
女
性
は
す
ぐ
に

救
急
車
で
運
ば
れ
た
が
、
け
が
は
な
か
っ
た
と
い
う
。

同
支
社
に
よ
る
と
、
女
性
は
足
を
踏
み
外
し
て
電
車

と
ホ
l
ム
の
聞
に
落
ち
、
腰
の
あ
た
り
で
挟
ま
っ
た
。

女
性
が
救
出
さ
れ
た
瞬
間
、
大
き
な
歓
声
が
上
が
っ
た

と
い
う
。
車
両
1
両
の
重
さ
は
約

m
J。
車
両
に
は
衝

撃
を
吸
収
す
る
た
め
の
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
抑

す
こ
と
で
車
両
が
傾
き
、
ホ
ー
ム
と
の
隙
聞
を
広
げ
る

こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。
(
田
中
恭
太
)


